
１　決算額比較（税抜き）
（単位　百万円）

増減額 比率(%)

収益　計　　（A）=(B+C+D) 64,674 66,149 65,643 506 100.8

　営業収益　（B）営業収益　（B） 63,665 65,431 64,989 442 100.7

うち医業収益　（ａ） 53,340 50,968 49,018 1,949 104.0

うち運営費負担金 9,734 9,669 8,826 843 109.6

うち補助金等 108 4,292 6,601 △ 2,309 65.0

　営業外収益（C）営業外収益（C） 1,009 718 654 64 109.8

　臨時利益　（D）臨時利益　（D） 0 0 0 0 -

費用　計　　（E）=(F+G+H) 65,079 64,998 62,627 2,370 103.8

　営業費用　（F）営業費用　（F） 64,333 64,234 61,871 2,363 103.8

うち医業費用　（ｂ） 60,884 60,616 58,479 2,136 103.7

　営業外費用（G）営業外費用（G） 662 681 674 7 101.0

　臨時損失　（H）臨時損失　（H） 84 83 82 0 101.2

医業損益　（ａ）-（ｂ） △ 7,544 △ 9,647 △ 9,460 △ 186 -

経常損益　（B+C）-（F+G） △ 321 1,232 3,097 △ 1,864 -

総損益　　（A）-（E） △ 405 1,149 3,014 △ 1,865 -

（注）計数は百万円未満切捨てのため符合しない。

２　病院別損益の状況（税抜き）

区分

令和４年度地方独立行政法人神奈川県立病院機構の決算概要について

令和4年度の
年度計画（収支） 令和４年度 令和３年度

比  較（4-3）

　令和４年度は、新型コロナウイルス感染症への対応とともに通常医療に注力し、医業収益は前年

比19億49百万円増加したものの、医業費用が給与改定等による給与費の増加をはじめ、物価高騰

や円安の影響による薬品等の材料費や、光熱水費の増加等の要因で前年比21億36百万円増加し

た。その結果、医業損益は前年を１億86百万円下回ることとなり、未だコロナ前の水準まで回復し

ていない。

　しかし、国や県の空床補償等の補助金により減収が補填されたことで、総損益は11億49百万円

の黒字を確保し、経常収支比率は101.9％と年度目標を達成することができた。
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